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いる様子が観察された。これは、HxAlGltn の Hx 基による細胞膜表面へのアンカリング効果に加え、フィ
ブロネクチンやコラーゲンなど細胞外マトリックスと AlGltn 分子との相互作用、また、疎水性アミノ酸を多く
持ち疎水性の高いエラスチンなどとの疎水性相互作用の結果と想定される。 
上記の通り、Hx 基の導入により hm-AlGltn 膜の接着強が高くなることを見出したが、Hx 基を導入する
ことにより、ヘパリンと血管新生因子である bFGF との親和性が高くなることが報告されている。接着性と血
管新生能を併せ持つ接着材は組織再生能をもつ接着材としての応用を期待できる。そこで bFGF と親和





血管新生因子であるｂFGF と VEGF に関して、HxAlGltn または AlGltn との親和性を調べた結果、フィブ
ロネクチンと VEGF が HxAlGltn に対した買い親和性を示すことが明らかとなった。従って、Hx 基の導入







ペルオキシダーゼ陽性の細胞も多く観察された。一方で、膜作製時に用いた NaCl 径が最も小さい 44um




















 平成 27年 2月 13日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
  
